
別紙２農林水産省・環境省・林野庁からのお願い

【お願い】クビアカツヤカミキリの侵入に警戒を！！

クビアカツヤカミキリの幼虫（フラス）や成虫の特徴。

裏面へ

2012年に愛知県で発生が確認されて以降、2024年４月末まで
に13都府県に発生が拡大しており未発生県への侵入が懸念さ
れています。

万が一に未発生県に侵入した場合、定着を防ぐためには早期
発見・早期防除が重要です！

クビアカツヤカミキリの発生地域
（市町村単位）
環境省HPから引用、2024年１月末現在

※令和５（2023）年度 環境省「特定外来生物の市町村別侵入状況の把握のためのアンケート」調査に基づく



クビアカツヤカミキリの特徴

①～②の発見があった場合

①幼虫（フラス）の特徴（フラスがよく見られる時期：5月～9月）

②成虫の特徴（発生時期：5月末～8月）

⊳寄主植物：サクラ、モモ、ウメ、
スモモなど

⊳幼虫はフラス（幼虫のフンと木く
ずが混ざったもの）を樹から排
出します（右図参照）。

⊳木の内部を食い荒らして、加害
された木は衰弱し、やがて枯れ
てしまいます。

⊳全体的に光沢のある黒色で胸部
（クビの部分）が赤い

⊳体長：３～４センチ（触角は、含まない）
※見つけた際は、できるだけ踏みつける
などその場で駆除してください。

（生きたまま持ち運ぶことは外来生物法
違反となります。）

⊳成虫が樹に産卵した卵は、ブラックラ
イトを照射すると発光し、簡単に発見
することができます。
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管轄する地方農政局や地方環境事務所まで情報提供をお願
いします。


